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公民館まつり公民館まつり 今日も楽しく、健
康づくり！

今日も楽しく、健
康づくり！

土浦市民憲章土浦市民憲章
1.たがいに信じ　助けあう
　　あたたかいこころを　そだてましょう
1.からだをきたえ　仕事にはげみ
　　あかるい家庭を　きずきましょう
1.自然を愛し　水とみどりの
　　きれいなまちを　つくりましょう
1.知性を高め　教養をつちかい
　　文化のみのりを　ひろげましょう
1.伝統をふまえ　未来をみつめる
　　若い力を　のばしましょう

ふれあい
　　コンサート
ふれあい
　　コンサート

都和に
飛来する野鳥
都和に
飛来する野鳥

並木おはやし並木おはやし

津軽三味線津軽三味線ハクセキレイ

タゲリ
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第25回
平成24年11月30日㊎~平成24年12月2日㊐

煙も体験しました

熱唱カラオケ！園児の発表 ポイ捨て防止ポスター表彰式

好評の模擬店（わたあめ等） 同好会の作品展示

はしご車体験 さかなつれたかな？

第25回を迎えた「都和公民館まつり」が11月30
日から12月２日（金～日）まで開催され、各同好
会の皆さんが学習した成果・作品を展示し多くの
方々にご覧いただきました。２日（日）には、メイン
イベントが行われ、都和幼稚園、小学生の合唱や
同好会の演芸発表、のど自慢などで大いに盛り上
がりました。また、環境部による“ポイ捨て防止ポ
スター”は、地区内の小中学生の皆さんの協力で作
成され、入賞者に賞状と記念品が授与されました。

屋外では、焼きそば・ポップコーン・汁物等々の
模擬店が並び手伝いの子ども達もお客さんの呼び
込みに大活躍。晴天に恵まれ、焼き芋を焼く煙や
模擬店からのおいしそうなにおいが食欲をそそり、
各店大盛況の一日でした。
さらに、土浦消防署の協力により、子どもたちに

「はしご車の搭乗」や「煙」体験コーナーを設けた
ところ順番待ちとなり大好評でありました。防災
に対する意識づくりが図られました。
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地域住民の体力の保持・増進を図り健康で明る
い地域づくりをめざしてまいりました。
平成２４年度事業では地区の奉仕作業を始め、

球技大会、ラジオ体操中央大会、市民体育祭、散

策会、公民館まつり、歩く会等多くの皆さんのご
協力と参加によりまして、地域の方々の健康増進
や交流と親睦が図られました。ありがとうござい
ました。

第 6回
都和地区
第 6回
都和地区

平成24年12月15日㈯

12月15日（土）に第６回都和地区ふれあいコンサー
トが市民委員会文化広報部主催で開催されました。
あいにくの雨模様にもかかわらず約150名を超える
皆様にご来場いただきました。
都和中学校合唱部の皆さんは、クリスマスソング
など清々しい歌声を披露。土浦を中心とした音楽ボ
ランティアグループ（音(おん)レンコンに所属）のス
タンダード工房さんは、ジャズやホップスの名曲を
演奏、会場には一気にリラックスしたムードに。最
後は、都和公民館三味線の講座で講師を勤めた井坂
斗絲幸社中、３５名の筑波大学生を中心とした若い
皆さんの元気あふれる津軽三味線、和太鼓、舞踊の
舞台。民謡や歌謡曲を織り交ぜ、井坂氏の力強くユー
モアあふれる司会と若者達の一生懸命な姿に、会場
は寒さを吹き飛ばす、熱気に包まれたコンサートと
なりました。

フレッシュな中学生の合唱

三味線・舞踊・和太鼓多彩 ジャズやポップス演奏

♦
卓
球
大
会
♦

　

２
月
17
日
㈰
午
前
９
時
か
ら
都
和

公
民
館
集
会
室
に
お
い
て
、
球
技
大

会
卓
球
の
部
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

団
体　

優　

勝　

愛
好
会

　
　
　

準
優
勝　

中　

都

　
　
　

第
３
位　

常　

名

　
　
　
　

〃　
　

板
谷
Ａ

個
人　

男
子　
優　

勝　
中
泉　

幸
男

　
　
　

準
優
勝　
秋
葉　

儀
勝

　
　
　

第
３
位　
桝
本　

直
治

　
　
　
　
　

〃　
　

竹
本
喜
一
郎

個
人　

女
子　
優　

勝　
鈴
木　

英
子

　
　

準
優
勝　
沼
尻
美
津
子

　
　

第
３
位　
門
井
利
恵
子

　
　
　

〃　
　

秋
葉
ふ
み
子

♦
都
和
地
区
歩
く
会
♦

　

３
月
３
日
㈰
午
前
９
時
か
ら
公
民

館
〜
紫
が
丘
〜
中
貫
〜
公
民
館
の

８
・
５
㎞
の
周
回
コ
ー
ス
で
歩
く
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

１
８
０
名
の
老
若
男
女
の
多
く
の

皆
さ
ん
が
参
加
し
、
今
回
は
、
周
辺

の
ゴ
ミ
を
拾
い
な
が
ら
歩
き
ま
し

た
。
公
民
館
に
戻
っ
て
か
ら
お
楽

し
み
抽
選

会
を
行
い
、

参
加
者
と

の
交
流
を

深
ま
し
た
。

町
が
綺
麗

に
な
り
有

難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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委
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会
の
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動
報
告

市
民
委
員
会
の
活
動
報
告

平
成
24
年
度
は
い
き
い
き
健
康

体
操
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
部
共
催
）、

平
成
25
年
１
月
24
日
、
健
康
料
理

教
室
開
催
、
平
成
25
年
１
月
16
日

か
ら
３
月
６
日
ま
で
初
心
者
マ
ー

ジ
ャ
ン
教
室
を
毎
週
水
曜
日
８
回

に
分
け
て
行
い
ま
し
た
。

健
康
で
長
生
き
で
き
る
秘
訣

は
？　

頭
を
使
う
、体
を
動
か
す
、

食
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
、
人
と

の
触
れ
合
い
が
適
度
に
あ
る
、
長

生
き
の
要
因
は
こ
の
辺
に
あ
り
そ

う
な
気
が
し
ま
す
。

マ
ー
ジ
ャ
ン
は
認
知
症
防
止
へ

の
効
果
が
80
％
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
健
康
体
操
は
、
適
度
に

体
を
動
か
す
。

健
康
料
理
教
室
は
、
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
、人
と
の
触
れ
合
い
、

た
く
さ
ん
の
感
動
を
も
ら
え
れ
ば

幸
せ
で
す
。

平
成
24
年
度
に
開
催
さ
れ
た
都

和
地
区
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
、
合
唱
、
ジ
ャ
ズ
、
津
軽
三
味

線
と
若
者
の
汗
が
飛
び
散
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
肌
で
感
じ
、
た
く
さ

ん
の
感
動
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

時
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、

３
月
で
東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年

に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
未

だ
に
余
震
が
収
ま
る
気
配
も
な
く

、
近
い
将
来
三
連
動
の
巨
大
地

震
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能

汚
染
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
、
原
発

事
故
の
原
因
究
明
も
さ
れ
ず
、
安

全
基
準
の
確
立
も
出
来
な
い
ま
ま

原
発
の
再
稼
働
に
踏
み
切
ろ
う
と

さ
れ
、
私
た
ち
の
心
配
と
不
安
は

募
る
ば
か
り
で
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
で
私
た
ち
が

備
え
て
お
く
事
、
又
何
時
起
こ
る

解
ら
な
い
巨
大
地
震
に
自
分
の
安

全
を
い
か
に
守
る
か
で
す
。

安
全
部
で
は
、
３
月
17
日
都
和

公
民
館
で
「
巨
大
地
震
が
起
き
た

ら
ど
う
対
処
す
る
か
」
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

是
非
ご
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
お
願

い
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
健
康
部
で
は
、
地
区

市
民
の
方
が
明
る
く
元
気
な
生
活

を
送
れ
る
よ
う
散
策
会
や
健
康
体

操
等
を
年
間
行
事
に
取
り
入
れ
、

皆
さ
ん
に
参
加
し
楽
し
ん
で
頂
い

て
お
り
ま
す
。

11
月
８
日
体
育
協
会
と
共
催
で

花
貫
渓
谷
の
散
策
会
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
渓
谷
の
紅
葉
と
景
色

そ
し
て
清
々
し
い
散
策
が
参
加
者

に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
稼
働
率
全
国
一
を
誇
る

「
国
民
宿
舎
鵜
の
岬
」
で
昼
食
を

と
り
、
料
理
や
お
も
て
な
し
も
す

ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
周
辺
も

風
光
明
媚
で
散
策
時
間
も
長
く
あ

り
、
景
色
と
散
策
を
楽
し
み
ま
し

た
。25

年
度
も
こ
う
し
た
事
業
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
奮
っ
て
参
加
下
さ
い
。
参
加

し
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

土
浦
市
の
環
境
基
本
計
画
推
進

協
議
会
で
は
、
毎
年
市
内
の
小
・

中
学
校
に
夏
休
み
の
自
由
課
題
と

し
て“
ポ
イ
捨
て
防
止
ポ
ス
タ
ー
”

を
依
頼
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は

５
４
６
点
（
前
回
３
３
３
点
）
の

出
展
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
内
、

都
和
地
区
３
校
か
ら
の
出
展
は
、

２
４
３
点
（
前
回
47
点
）
と
大
幅

に
増
加
し
ま
し
た
。
多
く
の
作
品

に
感
謝
！

こ
れ
ら
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
新
治

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
第
７
回
環
境
展
に
展
示
し
、

色
々
な
出
展
物
の
な
か
印
象
に

残
っ
た
内
容
で
、
ポ
イ
捨
て
防
止

ポ
ス
タ
ー
を
挙
げ
る
人
が
ダ
ン
ト

ツ
の
１
位
で
し
た
。
そ
し
て
、
都

和
地
区
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
に
応
え

た
見
学
者
は
、
１
４
２
名
（
前
回

17
名
）
で
他
地
区
に
比
べ
て
最
も

多
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
都
和

公
民
館
ま
つ
り
の
展
示
で
は
、
出

展
者
の
小
学
生
が
自
分
の
ポ
ス

タ
ー
を
探
す
姿
が
大
変
微
笑
ま
し

く
思
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
１
３
０
点
を
看
板
と

と
し
て
、ま
た
、残
り
は
老
人
ホ
ー

福
祉
部

部
長
　
田
村
　
正
勝

部
長
　
森
　
　
幹
治

安
全
部

部
長
　
大
塚
　
智
子

ス
ポ
ー
ツ
健
康
部

―
ポ
イ
捨
て
防
止
ポ
ス
タ
ー
―

部
長
　
江
川
　
直
文

環
境
部

花貫渓谷の散策会

普通救急手当（ＡＥＤ）を学びました

頭の体操マージャン
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の
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市
民
委
員
会
の
活
動
報
告

ム
や
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

展
示
し
て
、
多
く
の
方
の
目
に
触

れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
を
通
し
、
環
境
へ
の

理
解
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

メ
イ
ン
の
活
動
と
し
て
、「
つ

わ
の
風
」
の
編
集
・
発
行
を
行
っ

て
お
り
、
今
回
で
第
22
号
と
な
り

ま
す
。
地
域
の
皆
様
に
ご
理
解
い

た
だ
く
べ
く
、
都
和
地
区
市
民
委

員
会
専
門
部
、
体
育
協
会
の
活
動

状
況
、
公
民
館
ま
つ
り
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
ク
ラ
ブ
、
ま
ち
の
話
題
等
を

掲
載
し
、
さ
ら
に
都
和
地
区
の
今

と
昔
を
連
載
し
ま
し
た
。

ま
た
、
も
う
一
つ
の
活
動
と
し

て
恒
例
の
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
、
12
月
15
日
㈯
に
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
都
和
中
学
校
合
唱

部
の
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
、
土
浦

音お
ん

レ
ン
コ
ン
の
皆
さ
ん
の
な
つ
か

し
の
ジ
ャ
ズ
、ポ
ッ
プ
ス
そ
し
て
、

井
坂
斗
絲
幸
一
門
津
軽
三
味
線
は

熱
烈
な
演
奏
と
極
め
て
多
彩
な
内

容
と
な
り
、
会
場
に
入
り
き
れ
な

い
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

今
後
も
、
地
域
の
皆
様
の
お
声

を
反
映
さ
せ
て
、身
近
な
機
関
紙
、

読
ま
れ
る
機
関
紙
の
発
行
を
め
ざ

し
ま
す
。

11
月
３
日
に
、
つ
わ
農
園
の
収

穫
祭
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
と

て
も
良
い
さ
つ
ま
イ
モ
が
と
れ
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
々
に
も
沢

山
掘
っ
た
さ
つ
ま
イ
モ
を
持
ち

帰
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

公
民
館
ま
つ
り
で
も
、
農
園
で

と
れ
た
さ
つ
ま
イ
モ
を
焼
き
イ
モ

に
し
た
と
こ
ろ
大
変
好
評
で
し

た
。
ま
た
、
さ
つ
ま
イ
モ
を
使
っ

た
か
き
揚
げ
、
蒸
し
パ
ン
、
ト
ン

汁
も
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

ご
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
や
育
成
部
員

の
皆
さ
ん
に
は
、
熱
い
釜
の
前
で

イ
モ
を
焼
い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
今
年
も
都
和
地
区
の
小
学
生
・
中

学
生
が
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
で
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。

部
長
　
清
藤
　
雅
宏

文
化
広
報
部

部
長
　
糸
賀
　
美
幸

青
少
年
育
成
部

話題

頑
張
っ
て
い
ま
す
！

ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

＊
第
29
回
全
国
少
年
少
女
レ
ス
リ

ン
グ
選
手
権
大
会

　

女
子
の
部
40
㎏
級
６
年
生

　

第
２
位　
　

吉
田　

真
悠
さ
ん

都
和
南
小
学
校　

６
年
生

＊
茨
城
県
中
学
生
新
人
体
育
大
会

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
女
子
個
人
）

　

第
１
位　
市
村
智
美
さ
ん
・

　
　
　
　
　
　

久
松
莉
奈
さ
ん
組

都
和
中
学
校　

２
年
生

＊
第
47
回
土
浦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

各
種
目
別
入
賞
者
下
記
の
と
お
り

◇
小
学
生
の
部
◇

【
２
㎞　
小
学
３
年
男
子
の
部
】

　

第
１
位　
　
　
（
１
７
５
人
中
）

　
　

勝
田　

至
恩
さ
ん

都
和
小
学
校　

７
分
56
秒

【
２
㎞　
小
学
４
年
女
子
の
部
】

　
第
４
位　
　
　
　
（
７
７
人
中
）

　
　

伊
藤　

千
桜
さ
ん

都
和
小
学
校　

８
分
26
秒

【
２
㎞　
小
学
５
年
男
子
の
部
】

　

第
６
位　
　
　
（
１
１
５
人
中
）

　
　

伊
藤　

大
輝
さ
ん

　

都
和
小
学
校　

８
分
01
秒

　

第
９
位　
　
　
（
１
１
５
人
中
）

　
　

清
水　

正
人
さ
ん　

都
和
南
小
学
校　

８
分
12
秒

【
２
㎞　
小
学
６
年
女
子
の
部
】

　

第
10
位　
　
　
　
（
42
人
中
）

　
　

吉
田　

真
悠
さ
ん

都
和
南
小
学
校　

８
分
35
秒

◇
中
学
生
の
部
◇

【
３
㎞　
中
学
女
子
の
部
】

　

第
６
位　
　
　
（
４
２
３
人
中
）

　
　

田
上　

莉
音
さ
ん

都
和
中
学
校　

12
分
04
秒

高速道路付近にたくさんのゴミが…

和気あいあいの広報紙づくり

土浦マラソン大会スタート

イモの収穫・育っているかな？
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１
月
26
日
㈯

自
然
博
物
館
で
化
石
の

　
　
　
　
　
レ
プ
リ
カ
を
作
ろ
う

２
月
23
日
㈯

閉
講
式
と
お
別
れ
会

　

保
健
福
祉
部
こ
ど
も
福
祉
課
や

青
少
年
育
成
部
、
都
和
公
民
館
の

職
員
が
出
席
し
閉
講
式
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
み
ん
な
で
料
理

を
作
り
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。

最
後
に

　

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
お

子
さ
ん
の
送
り
迎
え
な
ど
で

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
子

ど
も
達
も
こ
の
１
年
間
で
一

回
り
大
き
く
な
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

１
年
間
、
ご
支
援
い
た
だ

き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ

下
半
期
の
活
動
よ
り

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
を

　
　
　
　
　
振
り
返
っ
て

　

今
年
度
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ

は
、
茨
城
空
港
や
羽
田
空
港
内
の

Ｊ
Ａ
Ｌ
飛
行
機
整
備
工
場
の
見
学

な
ど
、
公
民
館
外
で
の
活
動
を
で

き
る
だ
け
多
く
取
り
入
れ
て
み
ま

し
た
。
ま
た
、
学
校
の
遠
足
や
地

域
の
子
供
育
成
会
な
ど
の
見
学
で

は
経
験
で
き
な
い
内
容
を
考
え
ま

し
た
。

　

何
度
か
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
施

設
で
も
、
普
段
は
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
メ
ニ
ュ
ー
を
組
ん
だ
た

め
、
子
ど
も
達
の
感
想
文
な
ど
か

ら
充
実
し
た
内
容
に
な
っ
た
こ
と

が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
下
半
期
の
行

事
内
容
を
子
ど
も
達
の
感
想
文
を

交
え
な
が
ら
振

り
返
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
　

都
和
小
学
校　

六
年

　
　
　
　
　
　
　

神
山　

智
春

　

私
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
に

入
っ
て
沢
山
の
思
い
出
が
で
き
ま

し
た
。
羽
田
空
港
に
は
初
め
て
い

き
ま
し
た
が
、
茨
城
空
港
よ
り

ず
っ
と
大
き
く
広
い
の
で
驚
き
ま

し
た
。
私
も
い
つ
の
日
に
か
羽
田

空
港
か
ら
海
外
旅
行
に
行
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
飛
行
機

の
整
備
工
場
で
は
、
旅
客
機
を
沢

山
の
人
が
整
備
を
し
て
い
る
様
子

を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

紙
飛
行
機
作
り
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
一
生
け
ん
命
作
っ
た
飛
行

機
が
長
い
時
間
飛
ん
だ
の
で
嬉
し

く
な
り
ま
し
た
。

　

公
民
館
ま
つ
り
は
、
仲
間
と
協

力
し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま

し
た
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
に

入
っ
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。

　
　

都
和
南
小
学
校　

六
年

　
　
　
　
　

直
井　

千
尋

私
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の
活

動
を
通
し
て
楽
し
い
思
い
出
が
沢

山
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
楽
し
か
っ
た
の
は
、
カ

レ
ー
作
り
で
す
。
私
は
調
理
の
担

開
講
式
で
の
誓
い

☆
元
気
な
あ
い
さ
つ

☆
仲
間
を
大
切
に

☆
何
事
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

当
で
し
た
が
、
み
ん
な
で
仕
事
を

分
担
し
あ
い
、
お
い
し
い
カ
レ
ー

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
普
段
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
場
所
や
た
め
に
な
る
話
な

ど
、
初
め
て
体
験
す
る
内
容
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
色
々
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
た
楽
し
い
１
年

間
で
し
た
。

10
月
20
日
㈯

カ
レ
ー
と
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り

（
茨
城
県
立
中
央
青
年
の
家
で
）

　

秋
晴
れ
の
良
い
天
気
に
恵
ま

れ
、
み
ん
な
と
力
を
合
わ
せ
て
一

生
け
ん
命
に
カ
レ
ー
を
作
り
ま
し

た
。み
ん
な
で
作
っ
た
カ
レ
ー
は
、

い
つ
も
よ
り
お
い
し
く
感
じ
ま
し

た
。

（
子
ど
も
達
の
感
想
よ
り
）

12
月
２
日
㈰

公
民
館
ま
つ
り
に
参
加
し
て

　

や
り
方
を
覚
え
れ
ば
作
る
の
は

簡
単
で
し
た
が
、
販
売
は
難
し
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

（
子
ど
も
達
の
感
想
よ
り
）

12
月
15
日
㈯

コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
む

　

他
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の
人

た
ち
と
一
緒
に
合
唱
で
き
た
の
が

楽
し
か
っ
た
で
す
。

（
子
ど
も
達
の
感
想
よ
り
）

うまくできたかな？

サンヨウチョウのレプリカ作ったよ

知っている歌は？ おいしそうーッ
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常名への道

常名への道

常名への道

都和南小学校付近の 今 と昔都和南小学校付近の 今 と昔
歴史を古代までさかのぼってみました。歴史を古代までさかのぼってみました。

現在ー航空写真（Google　Earth） 都和南小学校外観 (http://www.tsuchiura.ed.jp/̃minami/)都和南小学校外観 (http://www.tsuchiura.ed.jp/̃minami/)

天神山古墳と後にできた常名神社天神山古墳と後にできた常名神社

江戸時代－常名村絵図　1865年（慶応元年）

古墳時代（700年頃以前）ー常名台の遺跡群

弁財天遺跡住居跡 和同開珎

　都和公民館から並木のまちを抜け、
常名への道を行くと都和南小学校が見
えてきます。このあたりは、標高25～
30ｍの新治台地上の常名台となり、昨
年創立30周年を迎えた都和南小学校が
建つ以前は、見渡す限り畑や野原でし
た。平成5年から足かけ5年の発掘調査
で、常名運動公園予定地に4つの遺跡が
見つかり、古代のむらが存在していた
ことがわかりました。
　私たちの暮らす都和地区で、日本
最古の銭の和

わ ど う か い ほ う

銅開珎や勾
ま が た ま

玉、石
せ っ か ん

棺、
須

す え き

恵器等が出土したのです。縄文中期
の家の炉には、筑波山産出の石も使わ

れていました。
　常名神社が祀

ま つ

られている場所
には、市内で3番目の大きさの天
神山古墳(全長約85ｍの前方後円
墳）があり、古墳時代5世紀前葉
のものと考えられています。こ
こを中心に金山寺裏手など周囲
には古墳群が広がっています。
天神山古墳は、西の地平線の延
長線上に富士山を望めるように
造られていたということです。
　しかし、平安以降の様子はよ
くわからず、江戸末期の絵図に
よって、この一帯は、山林か畑
になっているのが確認できます。
また、四つの遺跡は字

あ ざ な

名が用い
られており、実際に弁財天が祀

◆参考文献◆
・常名台の古代のむら
：平成11年第５回企画展
　上高津貝塚ふるさと歴史の広場
・土浦歴史地図：土浦市教育委員会
・土浦町内ものがたり：常陽新聞社
・広報紙みなみ№66：土浦市立都和
南小学校ＰＴＡ広報委員会

られていたこともわかります。
　皆さんも晴れた日には、古代
のロマンを求めて常名台を歩い
てみませんか。
※現在、天神山古墳以外は、特

に案内板、説明板はなく、出
土品は、「上高津貝塚ふるさと
歴史の広場」に収蔵されてま
す。

古代人も富士山を仰いだ
常名への道
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編
集
後
記

の
福
祉
の
窓
口
と
し
て
、
ま
た
活

動
の
拠
点
と
し
、
必
要
な
情
報
を

提
供
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
相
談

に
応
じ
、
関
係
機
関
へ
つ
な
い
で

い
く
た
め
専
門
の
職
員
を
配
置
し

て
い
ま
す
。

◦
同
居
の
家
族
に
介
護
支
援
が
必

要
に
な
っ
た
。

◦
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
。

◦
育
児
支
援
を
受
け
た
い
。

な
ど
「
こ
ん
な
時
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
？
」
と
福
祉
に
つ
い
て
疑

問
・
不
安
に
思
っ
た
ら
、
都
和
公

民
館
に
気
軽
に
相
談
・
問
い
合
わ

せ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

▪
ご
相
談
・
問
い
合
わ
せ

☎（
８
３
２
）１
６
６
７

　

公
民
館
で
は
、生
涯
に
お
け
る

学
習
を
し
た
い
方
々
に
対
し
、語

学
・
健
康
・
芸
術
・
歴
史
・
パ
ソ
コ
ン

等
の
前
期
・
後
期
に
分
け
各
種
講

座
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
広
報
紙
の
４
月
と
９
月
号
の

２
回
広
報
紙
面
で
募
集
を
い
た
し

ま
す
。
前
期
・
後
期
と
も
６
～
７

程
度
の
講
座
を
予
定
し
、
５
回
程

度
学
び
ま
す
。
ま
た
参
加
者
と
の

仲
間
づ
く
り
の
場
と
も
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

講
座
終
了
後
に
は
、
継
続
し
た

い
方
々
で
、
同
好
会
を
結
成
し
、

そ
の
仲
間
と
学
習
を
通
し
一
日
を

楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

▪
問
い
合
わ
せ
先

☎（
８
３
２
）１
６
６
７

◇
書
初
め
作
品
の
展
示
◇

　

毎
年
、
地
区
の
小
学
生
に
、
書

初
め
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
作

品
を
公
民
館
ロ
ビ
ー
に
展
示
い
た

し
ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
作
品
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
◇
吊
る
し
雛
・

　
　
　
　
雛
飾
り
の
展
示
◇

　

春
の
飾
り
物
と
し
て
、
吊
る
し

雛
・
雛
飾
り
を
展
示
し
ま
し
た
。

娘
の
成
長
と
幸
せ
・
健
や
か
を
願

う
も
の
で
す
。
公
民
館
内
が
華
や

か
に
な
り
ま
し
た
。
提
供
し
て
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
都
和
地
区
市
民
委

員
会
の
各
専
門
部
の
活
動
は
、充

実
し
た
内
容
で
活
発
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
ま
と
め
と
し
て

の
公
民
館
ま
つ
り
、ふ
れ
あ
い
コ

ン
サ
ー
ト
も
参
加
者
が
例
年
に

も
増
し
て
多
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。「
つ
わ
の
風
」
第
22
号

も
、ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、無
事
お

届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
つ
わ
の
風
」
は
、都
和
公
民

館
を
取
り
巻
く
市
民
の
方
々
の

喜
怒
哀
楽
を
お
伝
え
す
る
情
報

紙
で
す
。
都
和
地
区
の
活
動
や

出
来
事
を
お
知
ら
せ
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
意
見
や

新
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
聞
か
せ
下
さ
い
。
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

小学生による書初め

知っておきたい相続税・贈与税

一流ホテルシェフがこっそり教えるおいしい料理

ひとり暮らし交流会

賑わいの雛飾り・吊し雛

公
民
館ロビ

ー
に
展
示
場

生
涯
学
習
の
拠
点
！

ー
公
民
館
ー

「
社
会
福
祉
協
議
会
都
和
支
部
」

　

土
浦
市
で
は
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
中
学
校
地

区
を
「
福
祉
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
圏
」

と
捉
え
、
保
健
・
福
祉
・
医
療
の

専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
、
要
援
護

者
や
家
族
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

に
「
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
推
進
し
、
小
地
域
に
福
祉
の
相

談
窓
口
と
総
合
的
支
援
体
制
を
整

備
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
都
和
中
地
区
の
相
談
窓
口

が
都
和
公
民
館
に
あ
る
「
社
会
福

祉
協
議
会
都
和
支
部
」
で
す
。

　

地
区
公
民
館
は
、
地
域
密
着
型

あ
な
た
の
地
区
の

相
談
窓
口


